
 

 

 

動物実験に関する自己点検・評価報告書（平成２７年度） 

 

公立大学法人 前橋工科大学 

 

 

 

 

 

 

平成２８年１０月 

 

 

 

 

 



Ⅰ．規程及び体制等の整備状況 

１．機関内規程 

１）評価結果 

 ■ 基本指針に適合する機関内規程が定められている。 

 □ 機関内規程は定められているが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 機関内規程が定められていない。 

２） 自己点検の対象とした資料 

   

  前橋工科大学動物実験取扱規程 

 

３） 評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

 

  動物実験委員会、動物実験等の実施、実験動物の飼養及び保管、教育訓練、

自己点検・評価及び検証、情報公開等が規定されている。 

 

４） 改善の方針 

 

 

２．動物実験委員会 

１） 評価結果 

■ 基本指針に適合する動物実験委員会が置かれている。 

□ 動物実験委員会は置かれているが、一部に改善すべき点がある。 

□ 動物実験委員会は置かれていない。 

２）自己点検の対象とした資料 

  前橋工科大学動物実験取扱規程 

 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

 動物実験委員会を設置し、そこで動物実験計画に関すること、動物実験等の   

実施状況及び結果に関すること、施設等の管理状況、実験動物の飼養保管状況

に関することなどについて審議を行っている。 

４）改善の方針 

 



３．動物実験の実施体制 

（動物実験計画書の立案、審査、承認、結果報告が定められているか？） 

１）評価結果 

■ 基本指針に適合し、動物実験の実施体制が定められている。 

□ 動物実験の実施体制が定められているが、一部に改善すべき点がある。 

□ 動物実験の実施体制が定められていない。 

２）自己点検の対象とした資料 

前橋工科大学動物実験取扱規程 

各種様式 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

 動物実験計画の立案、審査、承認、結果報告等に必要な各様式を定めている。 

 

４）改善の方針 

 

４．安全管理に注意を要する動物実験の実施体制 

 （遺伝子組み換え動物実験、感染動物実験等の実施体制が定められている

か？） 

１）評価結果 

■ 該当する動物実験の実施体制が定められている。 

□ 該当する動物実験の実施体制が定められているが、一部に改善すべき点が

ある。 

□ 該当する動物実験の実施体制が定められていない。 

□ 該当する動物実験は、行われていない。 

 

２）自己点検の対象とした資料 

前橋工科大学動物実験取扱規程第９条及び別紙様式 

前橋工科大学遺伝子組み換え実験安全管理規程 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

当該実験をチェックし、その実験の詳細を添付させ、実験の実施体制の承

認ができている。 

４）改善の方針 

 



５．実験動物の飼養保管の体制 

 （機関内における実験動物の飼養保管施設が把握され、各施設に実験動物管

理者が置かれているか？） 

１） 評価結果 

■ 基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し、適正な飼養保管の体制である。

□ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

□ 多くの改善すべき問題がある。 

 

２） 自己点検の対象とした資料 

  実験動物飼養保管施設認定一覧 

  実験動物飼養保管施設設置申請書 

  実験動物管理者名簿 

３） 評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

 実験動物飼養保管施設設置申請書により申請がなされ、動物実験委員会で

飼養保管施設として適合しているかを審査し、その結果により学長が飼養保

管施設として認定している。認定した飼養保管室（動物飼育室１，２）には、

実験動物管理者として生物工学科の教授を置いている。 

４） 改善の方針 

 

 



６．その他 

（動物実験の実施体制において、特記すべき取り組み及びその点検･評価結果） 

 本学の飼養保管施設は基本的に繁殖を行わない小規模、短期の飼育室として

設置したが、抗体作製やサンプル投与などの長期飼育を伴う実験や繁殖実施に

対応出来るようにするため、施設環境の管理体制の改善を行った。 

 

 



Ⅱ．実施状況 

 

１．動物実験委員会 

 （動物実験委員会は、機関内規程に定めた機能を果たしているか？） 

１）評価結果 

■ 基本指針に適合し、適正に機能している。 

□ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

□ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

動物実験委員会会議録 

 

 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

委員会の開催は、規程改正等の重要な案件を審議する会議形式と実験計画

等を審議する書類審査（持ち回り開催）に分けている。 

平成２７年度は会議形式の開催は３回、書類審査（持ち回り開催）は４回

であった。 

 

４）改善の方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．動物実験の実施状況 

 （動物実験計画書の立案、審査、承認、結果報告が実施されているか？） 

１）評価結果 

■ 基本指針に適合し、適正に動物実験が実施されている。 

□ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

□ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

  動物実験計画書承認及び結果報告等一覧 

 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

 動物実験計画は、委員会の審議を経て、学長が承認している。 

 平成２７年度については、適切に事務処理がなされた。 

４）改善の方針 

  

 

３．安全管理を要する動物実験の実施状況 

 （当該実験が安全に実施されているか？） 

１）評価結果 

■ 該当する動物実験が適正に実施されている。 

□ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

□ 多くの改善すべき問題がある。 

□ 該当する動物実験は、行われていない。 

２）自己点検の対象とした資料（安全管理上の事故等があれば、事故記録を対

象とする。） 

  前橋工科大学動物実験取扱規程第９条及び別紙様式 

 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

 安全管理を要する動物実験の実施については、実験の詳細を提出し、実験 

場所、使用施設及び実験方法を審査している。 

平成２７年度においては、事故等の報告はなかった。 

４）改善の方針 

   



４．実験動物の飼養保管状況 

 （実験動物管理者の活動は適切か？飼養保管は飼養保管手順等により適正に

実施されているか？） 

１）評価結果 

■ 基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し、適正に実施されている。 

□ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

□ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

  前橋工科大学動物実験取扱規程第１８条及び別紙様式 

  実験動物飼養保管施設認定一覧及び実験動物管理者名簿 

  前橋工科大学実験動物飼養保管マニュアル 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

  入舎・退舎届の事務処理については、平成２７年度は適切になされた。 

  動物の入舎時に実験動物管理者が検収するなど、適切になされた。 

４）改善の方針 

 

 

５．施設等の維持管理の状況 

 （機関内の施設等は適正な維持管理が実施されているか？修理等の必要な施

設や設備に、改善計画は立てられているか？） 

１）評価結果 

■ 基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し、適正に実施されている。 

□ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

□ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

  前橋工科大学動物実験取扱規程第４条及び第５条 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

  規程に基づき、学長及び実験動物管理者が施設等の維持及び管理を行って

いる。 

４）改善の方針 

 

 



６．教育訓練の実施状況 

 （実験動物管理者、動物実験実施者、飼養者等に対する教育訓練を実施して

いるか？） 

１）評価結果 

■ 基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し、適正に実施されている。 

□ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

□ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

  平成２７年教育訓練資料 

  平成２７年教育訓練受講者名簿 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

  平成２７年度の実験計画に従事する全研究者等（従事予定者も含む。）に受

講義務を説明し、３回に分けて適宜開催した。講師は、本学実験動物管理者

の教授が担当した。 

４）改善の方針 

 

 

７．自己点検･評価、情報公開 

 （基本指針への適合性に関する自己点検･評価、関連事項の情報公開を実施し

ているか？） 

１）評価結果 

□ 基本指針に適合し、適正に実施されている。 

■ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

□ 多くの改善すべき問題がある。 

 

２）自己点検の対象とした資料 

  自己点検･評価事項（自己点検･評価報告書チェックリスト） 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

平成２７年度末に全ての自己点検・評価事務を完了することができなかっ

た。 

４）改善の方針 

点検･評価に遅れが生じないように努める。 



８．その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

動物実験に関する現況調査票 

 

公立大学法人 前橋工科大学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２８年１０月 

 

 



１．動物実験に関する組織 

機関長 前橋工科大学学長 

事務担当者 

  同連絡先 

学務課地域連携推進センター事務室長 

Tel:027−265-0111 

動物実験委員会 

１号委員（委員長） 今村 一之 

２号委員（管理者） 本学生物工学科教授 

３号委員（学内教授）   〃 

４号委員（学外識者） 群馬大学教授 

 

２．動物使用数 

動物種 概 数 

平成２７年度 

マウス 613 

ラット 106 

モルモット 2 

 

３. 年度毎の承認された動物実験計画数 

動物実験計画数 平成２７年度 

16 

 

４．年度毎の動物実験に関する教育訓練の受講者数 

教育訓練受講者数 平成２７年度 

73 

 

５. 実験動物飼養保管施設の現況 

 １）実験動物飼養保管施設 

施設の名称 実験動物管理者の職

名 

動物種 最大飼養頭数 

動物飼育室１・２ 生物工学科教授 マウス 80 

ラット 20 

ウサギ 0 



ネコ 1 

モルモット 5 

 

２）実験室及び一時保管施設（４８時間以内の一時保管を含む。） 

施設の名称 実験動物管理者の職名 

 

動物種 最大飼養

頭数 

生理学実習室 734 生物工学科教授 マウス・ラット 10 

第１実習準備室 736 生物工学科教授 マウス・ラット 10 

学生実習室 738 生物工学科教授 マ ウ ス ・ ラ ッ

ト・モルモット 

30 

クリーンルーム 341 生物工学科教授 マ ウ ス ・ ラ ッ

ト・モルモット 

10 

食品機能工学実験室

332 

生物工学科教授 マ ウ ス ・ ラ ッ

ト・モルモット 

10 

基礎生物工学実験室 

334 

生物工学科教授 マウス 10 

生物工学科学生実験

室 313 

生物工学科教授 マ ウ ス ・ ラ ッ

ト・モルモット 

10 

 

６.特記事項（動物実験に関連した機関の特徴や特殊事情） 



 

 

 

動物実験に関する自己点検・評価報告書（平成２７年度） 

 

公立大学法人 前橋工科大学 

 

 

資料編 
 

１ 実験動物飼養保管施設認定一覧 

２ 実験動物管理者名簿 

３ 動物実験委員会会議録 

４ 動物実験計画書承認及び結果報告等一覧 

５ 実験動物飼養保管マニュアル 

６ 平成２７年度教育訓練資料 

７ 平成２７年度教育訓練受講者名簿 

８ 自己点検・評価報告書チェックリスト 

 

 

 

 

 

 

 

平成２８年１０月 

 

 



              実験動物飼養保管施設設置認定一覧

No. 棟名 階 部屋番号 使用保管施設名称 火元責任者名 期間

1 実験棟１ ３ 733 動物飼育室１ ■■　■■ H23.10～

2 実験棟１ ３ 732 動物飼育室２ ■■　■■ H23.10～



             　　　　 実験動物管理者名簿

No. 所属 職名 氏名 期間

1 工学部生物工学科 教授 ■■　■■ H23.10～



平成２７年度 第１回動物実験委員会 会議概要 

 

１．日 時    平成２７年６月４日(木) 午後４時００分～午後５時００分 

２．場 所    １号館２階 会議室２ 

３．出席者  委 員 長   ■■■■ 

委  員  ■■■■、■■■■、■■■■ 

欠  席  ■■■■ 

事 務 局  ■■■■、■■■■、■■■■、■■■■、■■■■ 

 

４.会議の状況 

 （１）動物実験教育訓練講習会の実施結果について 

    事務局から、次第に基づき今年度の実施状況について報告があった。 

 

 （２）動物実験に関する自己点検・評価報告書について 

    委員長から、報告書について一通り説明があった。 

    （６）その他・動物実験の実施体制において、特記すべき取り組み及びその点検・評価結

果について記載内容の追加が提案され、了承された。 

    また、現状調査票の動物使用数の記載について、一部修正となった。資料編である「動物

実験報告書」の記載内容については妊娠ラットに関してはカウントしないとして修正され

ることとなった。 

 

 （３）動物実験報告書について 

    提出された報告書について、計画に即して適正に実施されたとの確認がなされた。また、「年

号」は平成表記とする、「経験年数」１年未満は０年とする、「学生の職名」は院生・学生

に統一する、「施設名」の動物一時飼育室は動物飼育室とすることで確認された。なお、委

員からの指摘事項については、申請者へ再度修正を依頼することとなった。 

 

 （４）動物実験計画承認申請書について 

    提出された申請書について審査し、「年号」「経験年数」及び「学生の職名」及び「施設名」

は（３）同様統一することで確認された。なお、委員からの指摘事項については、申請者

へ再度修正を依頼することとなった。 

 

 （５）動物実験計画（変更・追加）申請書について 

    提出された申請書について審査し、委員からの指摘事項については、申請者へ再度修正を

依頼することとなった。 

 

 （６）実験動物慰霊碑について 

    設計図とイメージパースの資料を見てもらい、要望などを頂いた。なお、慰霊碑の設置場



所に関しては実験棟 I残響室西側を候補場所とすることとされた。 

→慰霊碑の具体的なデザインの設計について、デザイン性よりも「慰霊碑」と表記するな

ど一目でわかる様にして欲しいとの要望があった。 

 



平成２７年度 第２回動物実験委員会 会議概要 

 

１．日 時  平成２７年１０月７日(水) 午後１時４０分～午後２時００分 

２．場 所  実験棟１ １階 多目的スペース 

３．出席者  委 員 長   ■■■■ 

委  員  ■■■■、■■■■、■■■■ 

外部委員  ■■■■ 

事 務 局  ■■■■、■■■■、■■■■ 

 

４.会議の状況 

 （１）動物実験教育訓練講習会の実施時期について 

    平成２７年１０月１４日（水）１３時３０分から１号館１階多目的ホールにおいて開催す

ることで確認された。なお、講師については前回同様、生物工学科の■■■■が行うことと

なった。 

 

 （２）その他 

   ・第１回動物実験委員会において協議された動物慰霊碑について、実験動物慰霊式までに設

置が間に合わなかった経緯を事務局より行い、デザインのほか、予算、一見してわかるよ

うな慰霊碑、耐久性など総合的に見て再度検討することとされた。 

    また、外部委員の■■■■より、群馬大学の動物慰霊碑についての説明をいただき、後に

移設せざるを得ないようなことがないよう設置場所についてはよく考えられた方がよいと

いうアドバイスをいただいた。 

   ・動物実験従事者も増えたことから、飼育室も手狭となり増設も含めて今後検討していくこ

ととされた。 

 



平成２７年度 第３回動物実験委員会 会議概要 

 

１．日 時  平成２７年１２月２５日(水) 午前１０時００分～午前１０時３０分 

２．場 所  １号館２階 会議室２ 

３．出席者  委 員 長  ■■■■ 

委  員  ■■■■、■■■■、■■■■ 

欠  席  ■■■■ 

事 務 局  ■■■■、■■■■、■■■■、■■■■ 

 

４.会議の状況 

  会議に先立ち、委員長から■■■■については、本日から中国を訪問するため、本会議につい

ては委任する旨の連絡があった。 

 （１）実験動物慰霊碑について 

    事務局から、資料に基づき実験動物慰霊碑について説明があり、下記内容で事務処理を進

めていくことで了承された。なお、今後の事務処理の中で、設置工事が年度内に完了する見

込みがあれば、今年度予算で設置を行うことで確認された。 

    ・慰霊碑の文字について 

     →「実験動物慰霊之碑」とすることとなった。 

      なお、「前橋工科大学」の文字を入れるか否かについては金額等を考慮し、今後事務処

理を進めていく中で委員長一任とすることで確認された。 

    ・慰霊碑のサイズ等について 

     →慰霊碑については「台付」とすることとし、サイズについては資料のＡ３サイズは台

がＡ３サイズであり、慰霊碑自体はＡ４サイズで小さいため、慰霊碑自体をＡ３サイ

ズにする方向で再度見積を徴取した上で事務処理を進めることとなった。 

    ・慰霊碑の色及び設置位置について 

     →慰霊碑の色については資料の「茶」とすることとなった。なお、業者より色見本の確

認ができれば、委員立会いのもと再度確認することとされた。 

     →設置位置については、実験棟１入口のスロープの南側付近とすることで確認された。

なお、向きについては「南向き」にすることとされた。 

 

 （２）動物実験計画（変更・追加）申請書について 

    提出された申請書について審査し、「２.変更・追加等の理由」において、使用動物の追加

のみか、実験方法の変更も伴うのか確認した上で、変更がなければそのままで、変更があれ

ばその旨を追記した上で再度申請書の提出を依頼することで承認された。 

    →申請者へ確認の結果、使用動物の追加のみであった。 

    また、申請書等の記載方法に統一感がないため、記入例を作成し、教育訓練の際に説明を

行うこととされた。 

 

 （３）その他 

    大きいブロアーと小さいブロアーがあり、調子があまり良くなかったが、油を注すなどし

て今のところ動いている。 

    →この件に関しては、総務課施設担当も承知済みとのこと。 



実験課題名

実験の目的 学科名 職名 氏名
実験計画
承認日＊

終了(予定)日

糖尿病発症に伴った生体内タンパク
質の変動解析

生物工学科 教授 2014/4/4 2014/5/27 2016/3/31 終了報告

糖尿病モデルマウスを作製し、糖尿
病の発症に伴った生体内におけるタ
ンパク質の変動について、調べるた
め。
ガレクチン類の抗体作製 生物工学科 教授 2014/4/18 2014/5/27 2016/3/31 終了報告
マウスを用いて、ガレクチン類に対
する抗体を作製する。
ストレス負荷に伴う生体内タンパク
質の変動解析

経過報告

ストレス負荷に伴う生体応答反応と
してのタンパク質の変動について調
べ、その作用について調べるため。
心筋初代培養細胞における電気的活
動の光学計測

経過報告

新規開発された膜電位感受性量子
ドットを用いて、ラット胎児心筋初
代培養細胞における電気的活動を光
学計測したい。
骨代謝破綻を改善する機能性食品の
効果の検討

経過報告

機能性食品が骨を始めとした運動器
機能の低下を予防、改善する効果を
見出すことを目的とし、機能性食品
の骨疾患への効果について検討す
る。
慢性及び急性炎症性疾患に対する機
能性食品の免疫賦活効果の検討

経過報告

慢性及び急性炎症皮膚疾患に対し
て、食品を始めとした機能性化合物
の疾患に対する免疫賦活効果につい
て検討する。

報告等の区分

14-006 ■■　■■ 2015/2/2 2015/2/6 2017/1/31准教授生物工学科

生物工学科

14-004 ■■　■■ 2014/12/11 2014/12/16 2016/9/30

14-005 ■■　■■ 2015/12/5 2015/2/6 2017/1/31

教授

准教授

ｼｽﾃﾑ生体工
学科

生物工学科

14-002 ■■　■■

■■　■■

動物実験計画承認及び結果報告等一覧

実験実施期間
申請日

申請者（実験責任者）
№

14-001

14-003 ■■　■■ 2014/11/6 2014/12/9 2016/11/30教授



実験課題名

実験の目的 学科名 職名 氏名
実験計画
承認日＊

終了(予定)日
報告等の区分

実験実施期間
申請日

申請者（実験責任者）
№

記憶•学習における神経機能の解析
ｼｽﾃﾑ生体工
学科

准教授 ■■　■■ 2015/4/27 2015/6/18 2020/3/31 経過報告

脳の情報処理が如何にされているか
を実験動物を使用し電気生理学的•
行動実験的なアプローチにてこれま
で以上により深く知る事を目的とす
る。

ノックアウト動物を用いた眼優位可
塑性の研究

ｼｽﾃﾑ生体工
学科

教授 ■■　■■ 2015/4/30 2015/6/18 2020/3/31 経過報告

ノックアウト動物を用いて眼優位可
塑性を調べ、ドレブリン、及び、Ｇ
ＡＤの機能について研究する。
神経系の可塑性メカニズムの解明と
その工学的応用

ｼｽﾃﾑ生体工
学科

教授 ■■　■■ 2015/4/30 2015/6/18 2020/3/31 経過報告

大脳皮質の可塑性の細胞・分子機構
を神経科学的手法を組み合わせて統
合的に検討し、その成果を工学的に
利用する手段について検討する。

プロジェクトIVB （システム生体工
学科２学年必修科目）

ｼｽﾃﾑ生体工
学科

教授 ■■　■■ 2015/4/30 2015/6/18 2020/3/31 経過報告

マウスの機能解剖学実習:マウスの
行動を観察し、麻酔薬の作用を理解
した後、すべての臓器の摘出、観察
を行うことで、生理学で学習した生
体組織の機能の理解を深めることを
目的とする。
生物工学実験２−生理学実験 生物工学科 教授 ■■　■■ 2015/4/28 2015/6/18 2020/3/31 経過報告

ラットの解剖実験、モルモットおよ
びマウスの摘出腸管を使った生理学
的実験を通じて、哺乳動物の構造や
腸管機能について学ぶと共に、実験
動物の必要性や命の尊さについても
学ぶ。

15-005

15-001

15-002

15-003

15-004



実験課題名

実験の目的 学科名 職名 氏名
実験計画
承認日＊

終了(予定)日
報告等の区分

実験実施期間
申請日

申請者（実験責任者）
№

天然物･食品等からの神経作用成分
の探索とその利用に関する研究

生物工学科 教授 ■■　■■ 2015/4/28 2015/6/18 2020/3/31 経過報告

天然物や食品等から、神経機能に作
用を有する成分のスクリーニングを
行い、その利用方法の開発を行う。

腸管機能を指標とした機能性成分の
探索とその評価に関する研究

生物工学科 教授 ■■　■■ 2015/4/28 2015/6/18 2020/3/31 経過報告

腸管機能に影響を及ぼす食品や天然
物中に含まれる機能性成分の探索と
その作用機構を明らかにすることを
目的とする。

糖質加水分解関連酵素のホリクロ
ナール抗体の作成

生物工学科 准教授 ■■　■■ 2015/4/22 2015/6/18 2020/3/31 経過報告

微生物の糖質加水分解関連酵素の抗
体を作製し発現解析を行う

3価クロム曝露が腸管機能等に及ぼ
す影響とその機構解明に関する研究

生物工学科 教授 2015/7/24 2015/8/5 2016/3/31 終了報告

糖質や脂質の代謝に関わる3価クロ
ム化合物の曝露が腸管に及ぼす影響
（腫瘍や炎症の有無、吸収・運動機
能の変化、タンパク質等の発現）を
調べることを目的とする。
単糖経口摂取による血中単糖濃度上
昇に対する食品成分の作用解析

生物工学科 准教授 2016/3/1 2016/3/31 2019/3/31 経過報告

経口単糖投与をおこなう際に食品成
分を同時に投与し、血中単糖濃度の
上昇に食品成分が与える影響を検討
することを目的とする。

15-008

15-009

15-010

■■　■■

■■　■■

15-007

15-006

















Ｎｏ， 学部/工学研究科 学科/専攻 氏名 役職 内線 備考

A15A001 学部/工学研究科 システム生体工学 ■■　■■ 教授

A15A002 学部/工学研究科 生物工学 ■■　■■ 教授

A15A003 学部/工学研究科 システム生体工学 ■■　■■

A15A004 学部/工学研究科 生物工学 ■■　■■

A15A005 学部/工学研究科 生物工学 ■■　■■

A15A006 学部/工学研究科 生物工学 ■■　■■

A15A007 学部/工学研究科 生物工学 ■■　■■

A15A008 学部/工学研究科 生物工学 ■■　■■

A15A009 学部/工学研究科 生物工学 ■■　■■

A15A010 学部/工学研究科 生物工学 ■■　■■

A15A011 ■■　■■ 研究協力員

A15A012 学部/工学研究科 生物工学 ■■　■■

A15A013 学部/工学研究科 生物工学 ■■　■■

A15A014 学部/工学研究科 生物工学 ■■　■■ 准教授

A15A015 学部/工学研究科 生物工学 ■■　■■

A15A016 学部/工学研究科 システム生体工学 ■■　■■

A15A017 学部/工学研究科 生物工学 ■■　■■

A15A018 学部/工学研究科 生物工学 ■■　■■

A15A019 学部/工学研究科 生物工学 ■■　■■ 准教授

A15A020 学部/工学研究科 生物工学 ■■　■■

A15A021 学部/工学研究科 生物工学 ■■　■■

A15A022 学部/工学研究科 システム生体工学 ■■　■■

動物実験教育訓練受講受付簿



Ｎｏ， 学部/工学研究科 学科/専攻 氏名 役職 内線 備考

動物実験教育訓練受講受付簿

A15A023 学部/工学研究科 システム生体工学 ■■　■■

A15A024 学部/工学研究科 システム生体工学 ■■　■■

A15A025 学部/工学研究科 生物工学 ■■　■■

A15A026 学部/工学研究科 生物工学 ■■　■■

A15A027 学部/工学研究科 生物工学 ■■　■■

A15A028 学部/工学研究科 生物工学 ■■　■■

A15A029 学部/工学研究科 システム生体工学 ■■　■■

A15A030 学部/工学研究科 生物工学 ■■　■■

A15A031 学部/工学研究科 システム生体工学 ■■　■■

A15A032 学部/工学研究科 生物工学 ■■　■■ 教授

A15A033 学部/工学研究科 生物工学 ■■　■■

A15A034 学部/工学研究科 生物工学 ■■　■■

A15A035 学部/工学研究科 生物工学 ■■　■■

A15A036 学部/工学研究科 生物工学 ■■　■■

A15A037 学部/工学研究科 生物工学 ■■　■■

A15A038 学部/工学研究科 生物工学 ■■　■■ 准教授

A15A039 学部/工学研究科 システム生体工学 ■■　■■ 准教授

A15B001 ■■　■■ 研究協力員

A15C001 学部/工学研究科 システム生体工学 ■■　■■

A15C002 学部/工学研究科 システム生体工学 ■■　■■

A15C003 学部/工学研究科 システム生体工学 ■■　■■

A15C004 学部/工学研究科 システム生体工学 ■■　■■ 教授



Ｎｏ， 学部/工学研究科 学科/専攻 氏名 役職 内線 備考

動物実験教育訓練受講受付簿

A15C005 学部/工学研究科 システム生体工学 ■■　■■

A15C006 欠番

A15C007 学部/工学研究科 システム生体工学 ■■　■■

A15C008 学部/工学研究科 システム生体工学 ■■　■■

A15C009 学部/工学研究科 システム生体工学 ■■　■■

A15C010 学部/工学研究科 システム生体工学 ■■　■■

A15C011 学部/工学研究科 システム生体工学 ■■　■■

A15C012 学部/工学研究科 システム生体工学 ■■　■■

A15C013 学部/工学研究科 システム生体工学 ■■　■■

A15C014 学部/工学研究科 生物工学 ■■　■■

A15C015 学部/工学研究科 生物工学 ■■　■■

A15C016 学部/工学研究科 生物工学 ■■　■■

A15C017 学部/工学研究科 生物工学 ■■　■■

A15C018 学部/工学研究科 システム生体工学 ■■　■■

A15C019 学部/工学研究科 システム生体工学 ■■　■■

A15C020 学部/工学研究科 システム生体工学 ■■　■■

A15C021 学部/工学研究科 システム生体工学 ■■　■■

A15C022 学部/工学研究科 システム生体工学 ■■　■■

A15C023 学部/工学研究科 システム生体工学 ■■　■■

A15C024 学部/工学研究科 システム生体工学 ■■　■■

A15C025 学部/工学研究科 システム生体工学 ■■　■■

A15C026 学部/工学研究科 生物工学 ■■　■■



Ｎｏ， 学部/工学研究科 学科/専攻 氏名 役職 内線 備考

動物実験教育訓練受講受付簿

A15C027 学部/工学研究科 システム生体工学 ■■　■■

A15C028 学部/工学研究科 システム生体工学 ■■　■■

A15C029 学部/工学研究科 環境・生命工学 ■■　■■

A15C030 学部/工学研究科 システム生体工学 ■■　■■

A15C031 学部/工学研究科 システム生体工学 ■■　■■

A15C032 学部/工学研究科 システム生体工学 ■■　■■

A15C033 学部/工学研究科 生物工学 ■■　■■



　　　　自己点検・評価報告書チェックリスト

Ⅰ　規程及び体制等の整備状況
項目 適 一部改善 否 資料

機関内規程 ○
前橋工科大学動物実験
取扱規程

動物実験委員会 ○
前橋工科大学動物実験
取扱規程

動物実験等の実施 ○
前橋工科大学動物実験
取扱規程各種様式

安全管理の状況 ○
前橋工科大学動物実験取扱規程
第９条、前橋工科大学遺伝子組み
換え実験安全管理規程

実験動物の飼養保管体制 ○
実験動物飼養保管施設認定一覧、
実験動物飼養保管施設設置申請
書、実験総物管理者名簿

その他

Ⅱ　実施状況
項目 適 一部改善 否 資料

動物実験委員会 ○ 動物実験委員会会議録

動物実験の実施状況 ○
動物実験計画書承認及
び結果報告等一覧

安全管理の状況 ○
前橋工科大学動物実験取扱
規程第９条及び別紙様式

実験動物の飼養保管状況 ○

前橋工科大学動物実験取扱規
程第１８条及び別紙様式、実験
動物飼養保管施設認定一覧及
び実験動物管理者名簿、前橋
工科大学実験動物飼養保管マ
ニュアル

施設等の維持管理状況 ○
前橋工科大学動物実験取扱
規程第１０条及び１１条

教育訓練の実施状況 ○
平成２７年教育訓練資料、平成
２７年教育訓練受講者名簿

自己点検・評価、情報公開 ○
自己点検・評価報告書
チェックリスト

その他

基本指針に適合する機関内規程が定められているか

事　　　　項

基本指針に適合する動物実験委員会が置かれているか

動物実験計画書の立案、審査、承認、結果報告が定められているか

遺伝子組み換え動物実験、感染動物実験等の実施体制が定められてい
るか

機関内における実験動物の飼養保管施設が把握され、各施設に実験動
物管理者が置かれているか

実験動物管理者の活動は適切か、飼養保管は飼養保管手順等により適
切に実施されているか

機関内の施設等は適正内示管理が実施されているか、修理等の必要な
施設や設備に、改善計画は立てられているか
実験動物管理者、動物実験実施者、飼養者等に対する教育訓練を実施し
ているか
基本指針への適合性に関する自己点検・評価、関連事項の情報公開を
実施しているか

事　　　　項

動物実験委員会は、機関内規程に定めた機能を果たしているか

動物実験計画書の立案、審査、承認、結果報告が実施されているか

当該実験が安全に実施されているか


